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論 文 内 容 の 要 旨
口腔内化膿性疾患より, 好気的培養によって分離した, 多くのNeisseriaの細菌学的性状を検査し, そ
れらの分類を試みた｡
-大阪赤十字病院歯科外来を訪れた者のうち歯槽膿漏, 歯槽腰痛, 歯齢腰痛, および智歯周囲炎患者の膿
汁, 急性および慢性化膿性歯根膜炎患者の感染根管, 総計349例を検査対象とした｡ これらの患者は口腔
内および病巣部を含轍その他の適当な方法で清掃した後, 材料を採取して培地に塗抹し, 菌の分離を行な
った｡ すなわち pH7.2の 0.0142% に crystalvioletを加えた家兎血液寒天平板に材料を塗 抹 して
37oC,24時間好気的培養を行ない, 生じた集落につき indophenoloxidase反応を検査し, 反応陽性な




液化能, ペプ トン水における indole産生, 硝酸塩の還元能,catalaseの有無, 宏兎赤血球に対する溶血
性, マウスに対する病原性を検査し, 得た成績を総合し, Bergeyの分類法によって分類した｡
著者は349名の材料から Gram 陰性で, 平面で相対する双球菌248株を分離した (71.0%)0
まず分離菌と口腔内疾患との関係をみると, 歯槽膿漏からの検出率は最高で (81.3%), 慢性化膿 性 歯
根膜炎 (81.1%), 智歯周囲炎からの検出率 (80.4%)がこれにつぎ, 以下歯鮮膿揚 (74.4%), 急性化膿
性歯根膜炎 (ー66.6%), 歯槽臆病 (40.0%)であった｡
次に色素産生ならびに糖分解能をみると,non-chromogenicstrain では N.catarrhalisに一致する
もの6株, N.siccaに一致するもの 148株, Diplococcuscrassus(TopleyandWilson)に酷似するも
の2株, 所属不明のもの1株を得たが, N.haemolysansに一致するものはなかったo
chromogenicstrainでは, 8株は N.flivescensに, 6株は N.subflavaに,15株は N.flavaに,
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54株は N.perflavaに一致したが, 8株では所属を決定し得なかった｡ しかしなが ら N.caviaeに一
致するものは存在しなかった｡
分離菌の各種固形培地上に生じた集落を見ると, S 型, R 型, および各種の中間移行型が存在し, また
液状培地における発育性状にもS 型発育, R 型発育, および両者の中間に位する各種の移行型発育を示す
ものが認められ, これらを分類の一助とすることは不可能と思われた｡
分離菌は, すべて indole反応陰性で,17株 ,(6.8%)においては硝酸塩を還元した｡ catalase反応は
企菌株陽性であり, 溶血性は認められなかった｡
マウスに対する病原性を, 比較的大嵐の生菌または死菌を腹腔内 (10mgずつ) 或いは静脈内 (5m g ず
つ) に接種して, 動物の生死, 各種内部臓器からの接種歯の培養証明を行なった結果, 生菌は柾でも, 死
薗接種でも, マウスを興すこと, 生歯接種により舞死したマウスから按種菌を必ずしも検出し得なかった
ことから, マウスは Neisseriaの toxiceffectによって舞死するものであろうと考えられた｡
本研究では, 各種口腔疾患病巣部からの Neisseria の分離成績, ことに特定菌の検出率と疾病との関
係を検討すると同時に, 検出菌の性状に検討を加えた結果, 分離菌は, いずれも人類の鼻咽 腔, 気 遣 粘
膜, あるいは唾液中に常在する菌であって, 対応する疾患に特異と思われる菌は検出し得なかった｡ こと
に動物に由来するとされている N.caviaeは証明し得なかったし, また Vincent'sanginaの病原とし
て報告された N.septicaemiae(堀川) と酷似した性状を有する N.heamolysaTIS も分離 し得 な か っ
た ｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
口腔内化膿性疾患より, 好気的培養法によって分離した Neisseriaの分類を試み, つぎのどとき結 論
を得た｡
1) 口腔内化膿性疾患患者349名から248株の Neisseriaを分離した (検出率71.0%)0
2) Bergeyの方法にしたがい, 分離菌を分類すると, 色素非産生菌ではN.catarrhalis6株, N.sjcca
148株, Bergeyの分類にしたがわないもの3株 (内 Diplococcuscrassus2株) を得たが, N.haemo-
1ysansは分離し得なかった｡




4) 本研究では, 対応する疾患に特異と考えられる菌は検出し得なかった｡ また動物に由釆する とさ
れる N.caviae, および N.septicaemiae(堀川)に酷似する N.haemolysansも分離し得なかった｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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